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分科会名 子どもたちへの寄付スキーム 

 

 

（１） 活動報告 

別紙参照 

（２） 関連するSDGsのゴールとゴール達成に向けた具体的な取組内容 

 主にSDGｓゴール【1、2、4、12、17】のゴールに向けて取組みを進めます。 

①寄付の取組みや食品等のロス削減を普及するためのイベント・企画開催 

②寄付の課題やフードバンクや子ども食堂等の現状を知ってもらうためのイベント・企画開催 

③需要側と供給側の見える化やマッチング等ができる仕組みの構築 

（３） 参加メンバー（事業者名） 

（五十音順） 

旭器機サービス株式会社、株式会社かみやま、かわさきこども食堂ネットワーク、川崎信用金

庫、株式会社川崎フロンターレ、株式会社研空社、四季京法務事務所、澄川法律事務所、田辺

倉庫株式会社、一般社団法人多摩区ソーシャルデザインセンター、TMCシステム株式会社、富士

通株式会社、まきまきキッチン、まごころキッチンプロジェクト、美遊JAPAN有限会社、ランドスケ

ープ株式会社 

※ ランドスケープ株式会社は令和4年11月22日退会。株式会社研空社は令和5年1月6日退会。 
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事業者名 担当部署・担当者名 

川崎信用金庫 総合企画部 

山田 拓 
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2023年3月24日
＜報告者＞
川崎信用金庫 山田

別紙



子どもたちへの寄付スキーム分科会とは

企業や家庭にある備蓄食

企業からの寄付等を通じて、子どもたちに必要な物が届くサイクルの
構築を目指して活動しています。

お弁当や軽食の提供

企業が子どもたちの成⾧を想える地域に
＝将来を担う子どもたちが成⾧することで、発展し続けられる地域に



これまでの活動について

⇒キックオフした後、１０月から合計６回の定例会を実施

・現状や課題の共有

・企業へのアンケート実施

・取組内容の検討

・現場の視察

・新たなネットワークの構築

・イベントの企画

⇒４月にトライアルイベントを
実施します!!



現状や課題について（一部抜粋）

・こうした寄付の取組みを知らない企業が大多数

・ BCP対策（事業継続計画）の備蓄をしていない

・食料の量が足りない、もしくは偏っている
・保管場所が足りない

・寄付をしたかったが、どこに連絡すればよいかわからない

＜企業の声＞

＜子ども食堂等の声＞

・できるだけ子どもたちが喜ぶ美味しいものが欲しい

・アルファ化米や乾パンなど、子どもがあまり喜ばない物も多い
・あまりコストをかけて細かい郵送等はしたくない

・受け取る日時や受け取り方、配送面で困っている
・リソース（ヒトモノカネ）が足りない



取組みの方向性

⇒既存の活動やスキームを含めて、多くの企業に知ってもらう

⇒寄付や保管、配送の協力に参加してもらう、ネットワークを構築する
⇒興味を持った企業と様々な活動やスキームを繋ぐ

その後の段階として、提供側と受取側のマッチングツールやオリジナルの
備蓄食の開発等を通じて、シームレスで持続可能なスキームの構築を目指す

イベントなどを通じて、寄付スキームを実行しながら、
既に行われている活動やスキーム(備蓄食以外も)、課題、ニーズを発信



「理想」の地域の姿を考える

この地域のすべての企業は、
・BCP対策（事業継続計画）として備蓄食を持っている
・この備蓄食を災害などが起こらなければ賞味期限前に寄付している
・子どもたちが食べることを前提とした美味しいものを備蓄している
・備蓄食だけでなく、お弁当や軽食などを用意して寄付している
・従業員も家庭の食料を提供(ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ)する等、SDGsの意識が高い
・組織力が強化され、経営の持続的発展の可能性が高い
・取組みをPRすることができ、優秀な人材の確保に繋がる

この地域では、
・様々な企業から多くの寄付が常時集まってくる（常に十分な状態）
・子どもたちに届けられるイベントやスキームが豊富にある
・提供側と受取側がすぐに繋がる、様々な調整が即座に完了する
・オリジナル備蓄食が地域の企業に販売されており、いつ、どの企業が、
何の備蓄食を、どの量で寄付されるか把握され、備蓄食の利益も
子ども食堂やこうした活動の費用に充てられる

・子どもも企業も成⾧し続けることができ、持続的発展する地域となる




